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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装着者の腹側に位置する腹側部と、装着者の背側に位置する背側部と、前記腹側部と背
側部の間であって装着者の股下に位置する股下部とから構成され、前記背側部のおむつ長
手方向端部に廃棄用の後処理テープを備えた使い捨ておむつであって、
　前記後処理テープは、おむつ外面に対して固定される固定部と、一方側面に接合手段を
有する止着部と、これら固定部と止着部とを繋ぐ中間部とからなり、
　前記中間部は弾性伸縮性を有し、前記止着部は未使用状態でおむつ長手方向端縁に対応
する位置でおむつ内面側に折り返され、ウエスト部の内面に着脱可能としてあり、
　前記後処理テープが備えられる背側部において、外装シートのバックシートは外装シー
トのおむつ長手方向両端において肌面側に折り返され、その端部が接合されない自由端部
とされ、この自由端部をウエスト開口部側に折り返した構造とし、この折り返した自由端
部が未使用状態の後処理テープの止着部の折返し部分に上側から重なるように構成したこ
とを特徴とする使い捨ておむつ。
【請求項２】
　前記中間部は、少なくともおむつ長手方向に弾性伸縮性を有する不織布又はプラスチッ
クフィルムによって構成されている請求項１記載の使い捨ておむつ。
【請求項３】
　前記中間部は、最大伸張時に少なくとも２００％の伸縮率を有する請求項１、２いずれ
かに記載の使い捨ておむつ。
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【請求項４】
　前記止着部は、中間で内側に折り返され、その折り返し部において所定幅で内面の合わ
せ面同士を接合することにより折り癖を付けてある請求項１～３いずれかに記載の使い捨
ておむつ。
【請求項５】
　前記止着部の接合手段は機械接合式のファスニングテープである請求項１～４いずれか
に記載の使い捨ておむつ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、後身頃および前身頃の一方側に廃棄用の後処理テープを備えた使い捨ておむ
つに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、幼児用や老人用に使用される紙おむつは使い捨てのものが主流となっているが、
この種の紙おむつの内、パンツ型のものについては、廃棄時に処理を容易とするために、
後身頃にいわゆる後処理テープ５０（６０）が折り畳まれた状態で備えられている（図１
３参照）。
【０００３】
　この後処理テープ５０（６０）は、廃棄時に紙おむつを小さく丸めた後に伸展し、自由
端部の先端に設けられた止着部を胴開口部を越えた任意箇所に止着することにより、紙お
むつを丸めた状態が解除されないようにするものである。前記後処理テープの構造として
は、例えば下記特許文献１では、図１４に示されるように、細帯状のテープファスナーと
され、固定用粘着剤層５３を有しおむつの外面に固定される固定部５０Ａ、粘着剤層５１
を有する止着部５０Ｂ、これらを繋ぐ中間部５０Ｃからなり、未使用状態時にはこれら固
定部５０Ａ、止着部５０Ｂ及び中間部５０Ｃが重なるように３つ折り状態で折り畳まれる
とともに、前記止着部５０Ｂの粘着剤層５１が中間部５０Ｃに剥離可能に接着され、かつ
中間部５０Ｃの固定部５０Ａ側の面に形成された粘着剤層５２を固定部５０Ａの外面に剥
離可能に接着するようにしている。
【０００４】
　また、下記特許文献２では、図１５に示されるように、テープファスナー６０として、
裏面シートに接合固定される固定部６１と、おむつ廃棄時におむつを丸めて止着するため
の止着部６２とからなり、該固定部６１及び止着部６２がそれぞれ台紙６３、６３’と該
台紙６３、６３’の一面に粘着剤が塗着され形成された粘着層６４、６４’とからなるも
のが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００１－２５８９３８号公報
【特許文献２】特開平１１－５６９０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１、２記載の後処理テープ５０（６０）では、後処理テー
プを引き延ばすための摘み端部がおむつ外面に位置しているため、装着時に服や手などに
引っ掛かったり、使用者が引っ張ったりして、後処理テープのめくれや剥離が生じやすか
った。このめくれや剥離が生じた摘み部分が反り返ると、粘着剤層が剥き出しになり、意
図しない部分にくっついて次第に粘着力が低下し、おむつ廃棄時におむつを丸めた状態に
保持できないという問題があった。
【０００７】
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　また、上記特許文献１記載の後処理テープ５０では、Ｚ形に折り畳まれた中間部５０Ｃ
に粘着剤層５２が設けられているため、おむつ廃棄時におむつを丸めた状態で後処理テー
プ５０を止着すると、この粘着剤層５２が外側に剥き出しになり、ゴミ袋や手にくっつい
て捨てにくいという問題があった。
【０００８】
　そこで本発明の主たる課題は、後処理テープの引っ掛かりやめくれを防止し、装着時や
廃棄時に接合面が剥き出しになることのない使い捨ておむつを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために請求項１に係る本発明として、装着者の腹側に位置する腹側
部と、装着者の背側に位置する背側部と、前記腹側部と背側部の間であって装着者の股下
に位置する股下部とから構成され、前記背側部のおむつ長手方向端部に廃棄用の後処理テ
ープを備えた使い捨ておむつであって、
　前記後処理テープは、おむつ外面に対して固定される固定部と、一方側面に接合手段を
有する止着部と、これら固定部と止着部とを繋ぐ中間部とからなり、
　前記中間部は弾性伸縮性を有し、前記止着部は未使用状態でおむつ長手方向端縁に対応
する位置でおむつ内面側に折り返され、ウエスト部の内面に着脱可能としてあり、
　前記後処理テープが備えられる背側部において、外装シートのバックシートは外装シー
トのおむつ長手方向両端において肌面側に折り返され、その端部が接合されない自由端部
とされ、この自由端部をウエスト開口部側に折り返した構造とし、この折り返した自由端
部が未使用状態の後処理テープの止着部の折返し部分に上側から重なるように構成したこ
とを特徴とする使い捨ておむつが提供される。
【００１０】
　上記請求項１記載の発明では、背側部のおむつ長手方向端部に備えられる廃棄用の後処
理テープとして、おむつ外面に対して固定される固定部と、一方側面に接合手段を有する
止着部と、これら固定部と止着部とを繋ぐ中間とからなるものを用い、前記中間部は弾性
伸縮性を有し、前記止着部は未使用状態でおむつ長手方向端縁に対応する位置でおむつ内
面側に折り返され、ウエスト部の内面に着脱可能としてあるものが使用されている。使用
済みのおむつを廃棄する場合には、使用済みのおむつを股間側から丸め、前記接合手段の
ウエスト部内面への装着状態を解除し、そのまま丸めたおむつを周回させるように後処理
テープを引っ張って、弾性伸縮性を有する中間部を伸張させた状態で、前記接合手段をお
むつ外面に止着し丸めた状態を固定する。従って、従来の後処理テープのように、複数折
り畳まれた状態を伸展して止着するものではないため、外面側に接合面が剥き出しになる
ことがなく、剥き出しになった接合面がゴミ袋や手などにくっつくという不都合を生じる
ことがなくなる。
【００１１】
　また、前記止着部は未使用状態でおむつ長手方向端縁に対応する位置でおむつ内面側に
折り返され、ウエスト部の内面に着脱可能とすることにより、未使用状態では後処理テー
プの摘み端部をおむつ内面に位置してあるため、装着時に後処理テープの摘み端部が服や
手に引っ掛かってめくれるような事態が回避できる。また装着中においても使用者が摘み
端部を引っ張って遊んだりすることができなくなり、後処理テープのめくれを防止できる
。従って、後処理テープがめくれることによって接合面が剥き出しになることもなくなる
。
【００１２】
　更に、前記後処理テープが備えられる背側部において、外装シートのバックシートは外
装シートのおむつ長手方向両端において肌面側に折り返され、その端部が接合されない自
由端部とされ、この自由端部をウエスト開口部側に折り返した構造とし、この折り返した
自由端部が未使用状態の後処理テープの止着部の折返し部分に上側から重なるように構成
したため、装着中に止着部の先端が装着者の肌に直接当たらず、引っ掛かりや擦れが防止
できるようになる。
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【００１３】
　請求項２に係る本発明として、前記中間部は、少なくともおむつ長手方向に弾性伸縮性
を有する不織布又はプラスチックフィルムによって構成されている請求項１記載の使い捨
ておむつが提供される。
【００１４】
　上記請求項２記載の発明は、前記中間部が弾性伸縮性を有するようにするための具体的
構成であり、前記中間部を少なくともおむつ長手方向に弾性伸縮性を有する不織布又はプ
ラスチックフィルムによって構成するようにしたものである。
【００１５】
　請求項３に係る本発明として、前記中間部は、最大伸張時に少なくとも２００％の伸縮
率を有する請求項１、２いずれかに記載の使い捨ておむつが提供される。
【００１６】
　上記請求項３記載の発明は、前記中間部が最大伸長時に少なくとも２００％の伸縮率を
有することにより、おむつ廃棄時に丸めたおむつを巻回する後処理テープの長さを確保し
たものであり、これによりおむつを丸めた状態を堅固に固定することができる。
【００１７】
　請求項４に係る本発明として、前記止着部は、中間で内側に折り返され、その折り返し
部において所定幅で内面の合わせ面同士を接合することにより折り癖を付けてある請求項
１～３いずれかに記載の使い捨ておむつが提供される。
【００１８】
　上記請求項４記載の発明は、前記止着部に内側の折り癖を付けることにより、未使用状
態で止着部をウエスト部の内面に装着した状態を維持しやすくしたものであり、具体的に
は前記止着部を中間で内側に折り返し、その折り返し部において所定幅で内面の合わせ面
同士を接合したものである。
【００１９】
　請求項５に係る本発明として、前記止着部の接合手段は機械接合式のファスニングテー
プである請求項１～４いずれかに記載の使い捨ておむつが提供される。
【００２０】
　上記請求項５記載の発明では、前記止着部の接合手段として機械接合式のファスニング
テープを用いることにより、止着力の維持を図るとともに、万一脱着したときのべた付き
を予防したものである。
【発明の効果】
【００２１】
　以上詳説のとおり本発明によれば、後処理テープの引っ掛かりやめくれを防止し、装着
時や廃棄時に接合面が剥き出しになることのない使い捨ておむつが提供できるようになる
。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明に係る使い捨ておむつ１の製品状態外観背面図である。
【図２】その肌面側の展開図である。
【図３】図１の非肌面側の展開図である。
【図４】図２のIV－IV線矢視図である。
【図５】図２のV－V線矢視図である。
【図６】製品状態における図２のIV－IV線矢視図である。
【図７】吸収性本体１０と外装シート２０との分解斜視図である。
【図８】外装シート２０の展開図である。
【図９】図２のIX－IX線矢視図である。
【図１０】後処理テープ３０の側面図である。
【図１１】伸張状態の後処理テープ３０の側面図である。
【図１２】廃棄要領を示す、(A)は手順１を示す斜視図、(B)は手順２を示す側面図である
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【図１３】従来の後処理テープ５０を装着した使い捨ておむつの斜視図である。
【図１４】従来の後処理テープ５０を示す、(A)は折り畳み状態図、(B)は粘着剤層の形成
態様を分かり易くした模式図である。
【図１５】従来の後処理テープ６０を示す、(A)は折り畳み状態図、(B)は粘着剤層の形成
態様を分かり易くした模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら詳述する。なお、本発明におけ
る「おむつ長手方向」とは、おむつの腹側と背側を結ぶ方向（おむつ展開時の前後方向）
を意味し、「おむつ幅方向」及び「おむつ周方向」とは、前記おむつ長手方向と直交する
方向（おむつ展開時の左右方向）を意味する。なお、図面の所要部位において接着部位を
×印で明示している。
〔使い捨ておむつ１の基本構造例〕
　本発明に係る使い捨ておむつ１（以下、単におむつという。）は、図１～図５に示され
るように、不織布などからなる透液性の表面シート１１と、ポリエチレン等からなる裏面
シート１２との間に、綿状パルプなどからなる吸収体１３を介在させた吸収性本体１０と
、この吸収性本体１０と一体的に接合され、少なくとも装着者の腹側に位置する腹側部Ｆ
と装着者の背側に位置する背側部Ｂとを構成するとともに、腹側部Ｆ及び背側部Ｂのそれ
ぞれの領域におむつ長手方向に離隔して配置され、上層不織布（ギャザー押さえシート２
１Ａ）及び下層不織布（バックシート２１Ｂ）の間にウエスト部及び胴周り部に沿って多
数の弾性伸縮部材が配置された外装シート２０とから構成されている。そして、前記外装
シート２０の腹側部Ｆと背側部Ｂとが両側部のサイドシール部４０、４０において接合さ
れることにより、ウエスト開口部ＷＯ及び左右一対のレッグ開口部ＬＯ、ＬＯが形成され
たパンツ型となっている。なお、前記腹側部Ｆと背側部Ｂの間であって装着者の股下に位
置する股下部Ｍは、少なくとも前記吸収性本体１０が介在されて構成されている。
【００２４】
　以下、更に各構成について具体的に詳述する。
（吸収性本体１０について）
　先ず、前記吸収性本体１０の構造の一例について図２～図７に基づいて詳述する。
【００２５】
　吸収性本体１０は、前述したように、不織布などからなる透液性の表面シート１１と、
ポリエチレン等からなる裏面シート１２との間に、綿状パルプ等の繊維集合体と高吸収性
ポリマー等の高吸収材などからなる吸収体１３を介在させた構造とされ、体液を吸収保持
するものである。前記吸収体１３は、坪量が５０～６００ｇ／ｍ２程度が好ましく、３０
０～５００ｇ／ｍ２程度がより好ましい。
【００２６】
　前記高吸収性ポリマーとしては、たとえばポリアクリル酸塩架橋物、自己架橋したポリ
アクリル酸塩、アクリル酸エステル－酢酸ビニル共重合体架橋物のケン化物、イソブチレ
ン・無水マレイン酸共重合体架橋物、ポリスルホン酸塩架橋物や、ポリエチレンオキシド
、ポリアクリルアミドなどの水膨潤性ポリマーを部分架橋したもの等が挙げられる。これ
らの内、吸水量、吸水速度に優れるアクリル酸またはアクリル酸塩系のものが好適である
。前記吸水性能を有する高吸収性ポリマーは製造プロセスにおいて、架橋密度および架橋
密度勾配を調整することにより吸水力（吸収倍率）と吸水速度の調整が可能である。前記
吸収体１３における高吸収性ポリマーの含有比率は、３０～７０％程度が適当であるが、
これに限るものではない。また、図示例では脚周りへの当たりを和らげるために両側部に
夫々括れ部を有する平面形状を略砂時計状とされているが、略方形状として成形されたも
のを使用することもでき、いずれの場合もその幅寸法は股間部への当たりによって着用者
にゴワ付き感を与えない寸法幅とされている。
【００２７】
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　前記吸収体１３は、被包シート１４によって囲繞されている。被包シート１４は、ティ
シュー等の紙材あるいは不織布等の透液性のシートを用いることができる。厚みは０．０
５～０．５ｍｍ程度が好ましく、０．０５～０．２ｍｍ程度がより好ましい。坪量は５～
２５ｇ／ｍ２程度が好ましく、５～１５ｇ／ｍ２程度がより好ましい。不織布を用いる場
合は、スパンボンド法やＳＭＳ法により加工された不織布、特にＳＭＳ法により加工され
た不織布が、薄さと強度のバランスに優れる点で好適である。なお、被包シート１４は、
少なくとも吸収体１３の表面側（肌当接面側）の面が撥水性でなければシートの親水度は
特に問わない。
【００２８】
　前記吸収体１３の表面側（肌当接面側）を覆う透液性の表面シート１１としては、有孔
または無孔の不織布や多孔性プラスチックシートなどが好適に用いられる。不織布を構成
する素材繊維は、ポリエチレンまたはポリプロピレン等のオレフィン系、ポリエステル系
、ポリアミド系等の合成繊維の他、レーヨンやキュプラ等の再生繊維、綿等の天然繊維と
することができ、スパンレース法、スパンボンド法、ＳＭＳ法、サーマルボンド法、エア
スルー法、ポイントボンド法、メルトブローン法、ニードルパンチ法等の適宜の加工法に
よって得られた不織布を用いることができる。特には、スパンボンド法やＳＭＳ法により
加工された不織布が薄さと強度のバランスに優れる点で好適であり、エアスルー法により
加工された不織布は低坪量でも吸収が速やかでかつドライタッチ性に優れるため好適であ
る。これらは１層からなるシートでも２層以上（同一種類あるいは複数種類）からなるシ
ートでもよいが、合計の坪量としては、１０～４０ｇ／ｍ２が好ましく、１０～２２ｇ／
ｍ２がより好ましく、１０～１５ｇ／ｍ２が特に好ましい。厚みは１ｍｍ以下が好ましく
、０．５ｍｍ以下がより好ましく、０．３ｍｍ以下が特に好ましい。表面シート１１に多
数の透孔を形成した場合には、尿などが速やかに吸収されるようになり、ドライタッチ性
に優れたものとなる。前記表面シート１１は、吸収体１３の側縁部を巻き込んで吸収体１
３の裏面側まで延在している。
【００２９】
　前記吸収体１３の裏面側（非肌当接面側）を覆う裏面シート１２は、ポリエチレンまた
はポリプロピレンなどの不透液性プラスチックシートが用いられるが、近年はムレ防止の
点から透湿性を有するものが好適に用いられる。この遮水・透湿性シートは、たとえばポ
リエチレンやポリプロピレン等のオレフィン樹脂中に無機充填材を溶融混練してシートを
形成した後、一軸または二軸方向に延伸することにより得られる微多孔性シートであり、
仮にシート厚が同じであれば無孔シートよりも剛性が低下するため、柔軟性の点で勝るも
のとなる。具体的には、JIS Z0208に準じて測定された透湿度が３０００～１２０００g/m
2・24hr、好ましくは６０００～１２０００g/m2・24hr、より好ましくは８０００～１２
０００g/m2・24hrの不透液性シートを使用するのが望ましい。
【００３０】
　一方、立体ギャザーＢＳを形成するギャザー不織布１５は、折返しによって二重シート
とした不織布が用いられ、前記表面シート１１によって巻き込まれた吸収体１３の側縁部
をさらにその上側から巻き込んで吸収体１３の裏面側まで延在して接着されている。より
具体的には、前記ギャザー不織布１５は、おむつの長手方向中間部では、立体ギャザーＢ
Ｓ形成部分を残し、幅方向中間部から吸収体１３の裏面側に亘る範囲がホットメルト接着
剤等によって接着され、また長手方向前後端部では、前記幅方向中間部から一方側端縁ま
での区間が吸収体１３の裏面側に亘る範囲で接着されるとともに、前記立体ギャザーＢＳ
を形成する部分を吸収体１３の上面部にて折り畳むようにしながらホットメルト接着剤等
により接着している。
【００３１】
　前記二重シート不織布によって形成されたギャザー不織布１５の内部には、図４に示さ
れるように、起立先端側部分に複数本の糸状弾性伸縮部材１６、１６…が配設されるとと
もに、吸収性本体１０の側縁部近傍部位に糸状弾性伸縮部材１７が配設され、さらに吸収
体１３の裏面がわ側部に糸状弾性伸縮部材１８が夫々配設されている。前記先端部弾性伸
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縮部材１６、１６…は、主にはその弾性伸縮力により吸収体側縁部より突出する不織布部
分を起立させて立体ギャザーＢＳを形成するためのものであり、前記糸状弾性伸縮部材１
７、１８は、主にその弾性伸縮力により図６の製品状態図に示されるように、吸収性本体
１０の側部を屈曲させ、吸収体１３の側部を起立端として立体ギャザーＢＳの基端側部分
を構成するためのものである。
【００３２】
　前記糸状弾性伸縮部材１７としては、通常使用されるスチレン系ゴム、オレフィン系ゴ
ム、ウレタン系ゴム、エステル系ゴム、ポリウレタン、ポリエチレン、ポリスチレン、ス
チレンブタジエン、シリコン、ポリエステル等の素材を用いることができる。また、外側
から見え難くするため、太さは９４０dtex以下、テンション（伸張率）は150～350％とし
て配設するのがよい。なお、糸状弾性伸縮部材に代えて、ある程度の幅を有するテープ状
弾性伸縮部材を用いるようにしてもよい。
【００３３】
　前述のギャザー不織布１５を構成する素材繊維も前記表面シート１１と同様に、ポリエ
チレンまたはポリプロピレン等のオレフィン系、ポリエステル系、ポリアミド系等の合成
繊維の他、レーヨンやキュプラ等の再生繊維、綿等の天然繊維とすることができ、スパン
ボンド法、ＳＭＳ法、サーマルボンド法、エアスルー法、ポイントボンド法、メルトブロ
ーン法、ニードルパンチ法等の適宜の加工方法によって得られた不織布を用いることがで
きる。具体的には、不織布の加工方法としてはスパンボンド法やＳＭＳ法によるものが薄
さと強度のバランスに優れる点で好適であり、坪量としては、８～３０ｇ／ｍ２が好まし
く、１０～２２ｇ／ｍ２がより好ましく、１０～１５ｇ／ｍ２が特に好ましい。厚みは０
．５ｍｍ以下が好ましく、０．３ｍｍ以下がより好ましく、０．２ｍｍ以下が特に好まし
い。さらに前記ギャザー不織布１５については、尿などの透過を防止するとともに、カブ
レを防止しかつ肌への感触性（ドライ感）を高めるために、シリコン系、パラフィン金属
系、アルキルクロミッククロイド系撥水剤などをコーティングした撥水処理不織布を用い
ても良い。
（外装シート２０について）
　前記外装シート２０は、詳細には図８に示されるように、不織布などからなる肌面側の
ギャザー押さえシート２１Ａと非肌面側のバックシート２１Ｂと、その間の前身頃側シャ
ーリングゾーンＫ１及び後身頃側シャーリングゾーンＫ２にそれぞれ、ウエスト部２３の
上下方向に間隔をおいておむつ幅方向に沿って伸長下で配置固定されたウエスト部弾性伸
縮部材２４、２４…と、胴周り部２５の上下方向に間隔をおいておむつ幅方向に沿って伸
長下で配置固定された複数の胴回り弾性伸縮部材２６、２６…とを備えている。また、お
むつ中間両側部に相当する部位に、夫々脚部開口を形成するための凹状の脚回りライン２
９、２９が形成されている。前記ギャザー押さえシート２１Ａは、図示例では、少なくと
も前記前身頃側シャーリングゾーンＫ１及び後身頃側シャーリングゾーンＫ２の一部を覆
う範囲にそれぞれ設けられ、その中間ゾーンＭには設けられていないが、前身頃から後身
頃にかけて一体的に設けるようにしてもよい。
【００３４】
　前記ギャザー押さえシート２１Ａとバックシート２１Ｂとは、少なくとも弾性伸縮部材
を配置するシャーリングゾーンＫ１、Ｋ２の実質的に全面に亘って、ホットメルト接着剤
等で接着されていることが好ましい。そうすることで、弾性伸縮部材を細かく切断する場
合は、弾性伸縮部材の断片がシート間を移動することがなくなるため、好ましい。また、
弾性伸縮部材の固定をさらに確実にするために、コントロールシーム塗布、オメガ塗布又
はシュアラップ塗布といった、公知の直接塗布方式により弾性伸縮部材の周面にホットメ
ルト接着剤を塗布し、接着力を強化しても良い。接着力を強化しすぎると、細かく切断さ
れた弾性伸縮部材が外装シートを細かく収縮させ、外観を損ねることがある。そのような
場合には、接着力を強化する必要がある部位のみ、弾性伸縮部材にホットメルト接着剤を
直接塗布すれば良い。
【００３５】
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　さらに、図示例では前記外装シート２０が腹側部Ｆから背側部Ｂにかけて一体的に形成
されているが、腹側部Ｆと背側部Ｂの少なくとも前記シャーリングゾーンＫ１、Ｋ２にお
いて後身頃用外装シートと前身頃用外装シートとが分割して設けられるようにしてもよい
。この場合後身頃用外装シートと前身頃用外装シートの間の股間部において、前記吸収性
本体１０の外面に股間部外装シートを配設することが好ましい。この場合、前記股間部用
外装シートは、後身頃用外装シート及び前身頃用外装シートのバックシートと同じ素材の
ものを用いるようにする。これにより、前記股間部用外装シートと、後身頃用外装シート
及び前身頃用外装シートとの境界が目立たなくなる。また、前記股間部用外装シートは、
後身頃用外装シート及び前身頃用外装シートのバックシートと異なる素材のものを用いる
ようにしてもよい。股間部に位置する前記股間部用外装シートは、着用者の股の間で擦れ
ることが多いため、前後身頃のシートよりも柔軟性、耐摩耗性に優れた不織布素材を用い
ることが好ましい。前記股間部用外装シートの耐摩耗性を向上するためには、股間部用外
装シートの外面側からエンボスを施すことにより、股間部用外装シート２０と裏面シート
１２との一体化を図るようにすることができる。股間部用外装シート２０は前記吸収性本
体１０の全長にわたって設けてもよいが、離隔して配置されている後身頃用外装シートと
前身頃用外装シートとを連結するように、股間部のみに設けるのが好ましい。
【００３６】
　前記ギャザー押さえシート２１Ａ及びバックシート２１Ｂの構成素材としては、ポリエ
チレンまたはポリプロピレン等のオレフィン系、ポリエステル系、ポリアミド系等の合成
繊維の他、レーヨンやキュプラ等の再生繊維、綿等の天然繊維を用い、スパンボンド法、
サーマルボンド法、メルトブローン法、ニードルパンチ法等の適宜の加工方法にて得られ
た不織布を用いることができる。また、融点の高い繊維を芯とし融点の低い繊維を鞘とし
た芯鞘型のバイコンポーネント不織布やサイドバイサイド型繊維、分割型繊維などの複合
繊維による不織布を用いることができる。前記バイコンポーネント不織布は、熱融着性に
優れたものとすることができるため好ましい。
〔後処理テープ３０の構造〕
　本使い捨ておむつ１では、図１に示されるように、背側部のおむつ長手方向端部に廃棄
用の後処理テープ３０が備えられている。
【００３７】
　前記後処理テープ３０は、詳細には図９及び図１０に示されるように、おむつ外面に対
して剥離不能に接着される固定部３１と、一方側面におむつ外面に対して着脱可能とされ
る接合手段３４を有する止着部３２と、これら固定部３１と止着部３２とを繋ぐ中間部３
３とからなる帯状のテープファスナーとされ、図示例では前記固定部３１から中間部３３
にかけて連続する第１テープ部材３５と、前記止着部３２を構成する第２テープ部材３６
とから構成されている。
【００３８】
　前記中間部３３は弾性伸縮性を有している。即ち、中間部３３を構成する第１テープ部
材３５が弾性伸縮性を有する素材で構成されている。かかる弾性伸縮性を有する素材とし
ては、少なくともおむつ長手方向に対して弾性伸縮性を有する弾性繊維が含有された不織
布又はプラスチック等の樹脂フィルムとすることがすることができる。
【００３９】
　前記弾性繊維としては、熱可塑性エラストマー樹脂を溶融、紡糸したものを使用するこ
とができる。この弾性繊維を含有する不織布を製造するには、メルトブロー法、スパンボ
ンド法など紡糸工程に直結してウェブを形成する方法が好ましい。また、熱可塑性エラス
トマー樹脂繊維からなる疎水性繊維不織布の少なくとも片面に、ポリプロピレン、ポリエ
チレン、ポリエステルのいずれかの熱可塑性合成樹脂を溶融、紡糸した捲縮繊維からなる
疎水性繊維不織布を貼り合わせた複合不織布を使用することもできる。
【００４０】
　前記中間部３３の弾性伸縮率としては、最大伸長時に少なくとも２００％の伸縮率を有
するものを使用することが好ましい。前記「最大伸長時」とは、大人がおむつ廃棄時に後
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処理テープ３０を通常の引張力で引っ張ったときの状態を指す。具体的には、おむつ長手
方向長さが未使用状態で約３ｃｍから最大伸長時で約６ｃｍ（約３ｃｍの伸び）となる伸
縮物性を有するものが望ましい。
【００４１】
　なお、前記固定部３１は、ホットメルト接着剤などの接着手段、ヒートシールや超音波
接着などの溶着手段によりおむつ外面に堅固に固定されている。このため、前記中間部３
３から連続的に第１テープ部材３５が設けられていても、弾性伸縮性がほぼ無くなってい
る。
【００４２】
　前記止着部３２は、少なくとも、プラスチック、ポリラミ不織布、不織布、紙等のシー
ト材からなる第２テープ部材３６と、この第２テープ部材３６の先端部のおむつ側面に貼
着された接合手段３４とから構成されている。前記第２テープ部材３６は、前記第１テー
プ部材３５の止着部３２側延在部分との積層部分において、ヒートシールや超音波接着な
どの溶融手段又はホットメルト接着剤などの接着手段によって、前記第１テープ部材３５
と堅固に固定されている。
【００４３】
　前記接合手段３４は、機械接合式のファスニングテープとすることができる。前記機械
接合式のファスニングテープは、その外面に多数の係合片を有するものが使用される。係
合片の形状としては、例えばレ字状、Ｊ字状、マッシュルーム状、Ｔ字状等のものが存在
するが、いずれの形状であってもよい。好ましいのはＴ字状のものである。前記接合手段
３４は未使用状態では、ウエスト部の内面に着脱可能に接合されている。
【００４４】
　前記止着部３２は、そのおむつ長手方向中間で内側に折り返され、その折り返し部３７
において所定幅で内面の合わせ面同士をホットメルト接着剤などの接着手段によって接合
することにより折り癖が付けられている。これにより、止着部３２の先端をウエスト部の
内面に折り返した状態に維持できるようになっている。前記折り返し部３７は、ウエスト
開口部ＷＯの開口端縁とほぼ一致する位置に形成されている。このため、後処理テープ３
０はウエスト開口部ＷＯの開口縁とほぼ同じ高さで取り付けられている。
【００４５】
　図示例では、前記第２テープ部材３６が、前記第１テープ部材３５の止着部側延在部分
の外面側から該延在部分の先端部を巻き込むように折り返されるとともに、その折り返し
部が所定幅で前記延在部分の先端部に接合されることにより前記折り返し部３７が形成さ
れている。また、前記第２テープ部材３６の中間を内側に折り返し、その折り返し部にお
いて所定幅Ａで該第２テープ部材３６内面の合わせ面同士を接合する構成でもよい。前記
折り返し部の合わせ面同士を接合する所定幅Ａとしては、１～３mmが好ましく、１～２mm
がより好ましい。
【００４６】
　また、前記折り返し部３７の内側には、合わせ面同士の接合部に跨って補強用テープ３
８を接合することが好ましい。これにより、図１１に示されるように、止着部３２を摘ん
で引っ張ったときに折り返し部３７の接合状態が補強される。
【００４７】
　ところで、図９に示されるように、前記外装シート２０のバックシート２１Ｂは、外装
シート２０のおむつ長手方向両端において肌面側に折り返され、前記ギャザー押さえシー
ト２１Ａを挟み込むように接合されるとともに、前記後処理テープ３０が備えられる背側
部Ｂにおいてその端部が接合されない自由端部とされ、この自由端部をウエスト開口部Ｗ
Ｏ側に折り返した状態で両側部のサイドシール部４０、４０で接合して折り返し状態を維
持した構造とし、この折り返した自由端部が未使用状態の後処理テープ３０の止着部３２
の折返し部分に重なるように構成することが好ましい。これにより、装着中に止着部３２
の先端が装着者の肌に直接当たらず、引っ掛かりや擦れが防止できるようになる。
〔後処理テープ３０の使用方法〕
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　使用済みのおむつ１を廃棄する場合には、図１２(A)に示されるように、おむつ１を股
間側から丸め、止着部３２の接合手段３４のウエスト部内面への装着状態を解除した上で
、そのまま丸めたおむつ１を周回させるように後処理テープ３０を引っ張って前記中間部
３３を伸張させたならば、図１２(B)に示されるように、止着部３２の接合手段３４をお
むつ外面に止着し丸めた状態を固定する。
【００４８】
　また、おむつ１の装着状態で、前記止着部３２のウエスト部内面への装着状態を解除し
、そのまま引っ張って上方に伸張させたならば、前記接合手段３４を上半身の衣服外面に
止着する使用方法も可能である。これにより、おむつのずり落ちを防止できる。
〔他の形態例〕
(1)上記形態例では、後処理テープ３０は、背側部のおむつ長手方向端部に備えられるよ
うにしたが、腹側部のおむつ長手方向端部に備えられるようにしてもよい。
(2)上記形態例では、使い捨ておむつ１の基本構造として、吸収性本体１０と少なくとも
腹側部Ｆ及び背側部Ｂを構成する外装シート２０とから構成され、前記外装シート２０の
腹側部Ｆと背側部Ｂとを両側部のサイドシール部４０、４０において接合することにより
、ウエスト開口部ＷＯ及び左右一対のレッグ開口部ＬＯ、ＬＯが形成されたパンツ型とし
たものを使用したが、透液性表面シートと裏面シートとの間に吸収体が介在され、おむつ
背側両側部にファスニングテープを備えたテープ式の使い捨ておむつを使用することもで
きる。
【符号の説明】
【００４９】
　１…使い捨ておむつ、１０…吸収性本体、１１…表面シート、１２…裏面シート、１３
…吸収体、１４…被包シート、１５…ギャザー不織布、１６～１８…糸状弾性伸縮部材、
２０…外装シート、２１Ａ…ギャザー押さえシート、２１Ｂ…バックシート、２３…ウエ
スト部、２４…ウエスト部弾性伸縮部材、２５…胴周り部、２６…胴回り弾性伸縮部材、
２９…脚周りライン、３０…後処理テープ、３１…固定部、３２…止着部、３３…中間部
、３４…接合手段、３５…第１テープ部材、３６…第２テープ部材、３７…折り返し部、
３８…補強用テープ、４０…サイドシール部、ＬＯ…レッグ開口部、ＷＯ…ウエスト開口
部
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